
第７回リニア駅周辺整備検討会議 次第 

 

平成 28 年７月 20 日（水）13 時 30 分～ 

 飯田市役所 C311～C313 会議室 

 

 

１ 開  会                       

 

 

２ あいさつ    

 

 

３ 報告事項 

(１) 第６回リニア駅周辺整備検討会議の報告          〔資料１〕 

 

 （２）アイデア募集ヒアリングの報告              〔資料２〕 

 

  

４ 協議事項 

（１）各部会の検討報告と課題整理  

１）トランジットハブ・道路ネットワーク部会        〔資料３〕 

 

２）魅力発信部会                     〔資料４〕 

  

３）環境・景観部会                    〔資料５〕 

 

   ４）交流人口拡大部会（発足について報告）         〔資料６〕 

 

 

５ その他 

        

 

 

６ 閉  会 
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タイプライターテキスト
H28.9.21 リニア推進特別委員会 資料№1



 資料１  

第６回リニア駅周辺整備検討会議の報告 

日時：平成 28 年６月６日 13:30～ 

場所：飯田市役所 Ｃ311～313 号会議室 

１ 会議次第 

１． 開会 

２． あいさつ 

３． 委員紹介 

４． 報告事項 

(1) 第５回リニア駅周辺整備検討会議の報告 

(2) 伊那谷自治体会議の報告 

(3) 各部会の報告 

１）トランジットハブ・道路ネットワーク部会 

２）魅力発信部会 

３）環境・景観部会 

５． 協議事項 

(1) アイデア募集の結果について 

(2) リニア駅及び駅周辺地域の整備スケジュール 

 

２ おもな発言及び意見 

４．報告事項（２）伊那谷自治体会議の報告  

・ 伊那谷自治体会議と検討会議が、どう連動していくか非常に大事になってくる。

自治体会議では、二次交通や広域観光など具体的な内容を議論していくので、

検討会議でもそれを受けて、連動してやっていきたい。 

 

４．報告事項（３）各部会の報告 １）トランジットハブ・道路ネットワーク部会  

・ 駅北側交通広場に入るには、大きく曲線を描くような経路にならざるを得ない

という結論でよろしいか。 

⇒座光寺上郷道路から北側道路へ繋がる道筋について、技術的に可能か検討

中ではあるが、昨年度までの検討結果はおっしゃる通り。 

・ リニア本線の両側にメンテ用としての道路はつくのか。またその幅は。 

⇒片側約４m、高架構造物約 40m の外側に緩衝帯として設置する。メンテ作業

等に支障がなければ歩道と一体的に利用可能。 

 

４．報告事項（３）各部会の報告 ２）魅力発信部会  

・ アイデア募集でかなり良い案が出てきていると考えており、一度整理をし直す

必要がある。 

 

５．協議事項（１）アイデア募集の結果について  

・ 項目の分類については、飯田市の事務局で大きな整理をした上で各部会に回っ

てくるのか。部会前に確認が必要であるため、早めに配布して頂きたい。 



⇒一つの案が一つの項目に当てはまるのではなく、必ず別の項目にも影響し

ているため、HP 上に公開するので、時間はかかるが一通り確認・検討頂き

たい。場合によっては CD 等で配布するなど対応していきたい。 

・ アイデア項目の「駅周辺整備区域内」と「駅周辺地域」の整理はどうなってい

るのか。 

⇒データ整理上は項目を分けている。データを提供する際に分離することは

可能である。 

・ アイデアの数が多ければ良い訳ではなく、また全てを見る必要あるが、均等に

見る必要はない。中から良いアイデアをピックアップして部会や検討会議で利

用して頂く、という整理が非常に適切ではないか。 

・ これまで構想で決めてきたものに対して、適合しないという理由で排除するの

は良くない。委員の皆様には、はみ出ている部分も含めて幅広く受け止めて考

えて頂きたい。 

 

５．協議事項（２）リニア駅及び駅周辺地域の整備スケジュール  

・ 交流人口拡大部会はいつ頃設置されるのか。 

⇒具体的にどんな拠点やまちにしていきたいか、６．５ヘクタール以外でど

んな機能を担おうとするかも合わせて整理しながら、その発展として交流

人口拡大部会を設置するため、準備をしている状況。 

・ 用地補償の意向調査はいつ頃か。 

⇒直接の関係者やその周辺の関係地権者について準備しており、用地事務に

先立って今年度上期には一旦整理したい。 

 



 資料２  

アイデア募集アイデア募集アイデア募集アイデア募集ヒアリングヒアリングヒアリングヒアリングの報告の報告の報告の報告    
 

１ 開催日時・場所 

平成 28 年７月６日（水）16 時 00 分～18 時 15 分 

飯田市役所 C311～C313 号会議室 

 

２ 実施内容 

(1) アイデア募集結果の概要説明 

(2) アイデア提案者からのヒアリング 

(3) 総評 

 

  

 

３ ヒアリング対象者     

(1) 南信州アルプスフォーラム  新井 優 

(2) 飯田商工会議所座光寺支部  櫛原綱由、木下 光  

(3) 神稲建設株式会社   岡島 章、佐々木雅弘  

(4) 赤羽 孝之  

(5) 小平 朋奈    （飯田女子高等学校） 

(6) 龍口 美緒    （飯田女子高等学校） 

(7) 豊橋技術科学大学 都市計画研究室    上田政道、時田諭成、友野雄介、松下建介 

(8) 橋爪 明鏡     （下伊那農業高等学校） 

 （※１提案  説明 10 分、質疑 10 分  (7)、(8)は事務局発表） 

 

４ アイデア提案の主旨 

(1) 南信州アルプスフォーラム 

 駅北口と南口で機能を区分し、北口を「待たせず悩ませず歩かせず濡らさせ

ず」の「４せず原則」を踏まえた乗換機能を集約する。 

 南口は伊那谷各地へ誘う施設が広がる「ウェルカムハウス群」や、地元住民や来訪

者のつながりを生み出すような場所を設置する。 

 リニア本線から出来るだけ近い位置に立体駐車場を配置し、バスタクシーバース

については視覚的にどこにあるか、すぐ分かるように円形をデザインして配置する。 

 最初からすべて特定企業に固定するのではなく、共有のスペースやマルシェを設け

て、地元の人や市民団体等も自由に参加できるよう工夫すべき。 

(2) 飯田商工会議所座光寺支部 

 駅と北側の元善光寺を結ぶ街道の修景事業による整備を行い、歴史や文化の提供や

コミュニティ空間としての機能を高める必要がある。 

 自然環境を生かし、駅周辺を流れる河川等を利用したビオトープを整備する。 

 座光寺の農振地域については、リニアを機会に取り上げられることで、地元の人々

がこだわって維持する意識が高まってほしい。 

(3) 神稲建設株式会社 

 「未来を見据えたコンパクトで効率的な駅」として、自動運転車の乗り入れを前提

とした乗降レーンやバスターミナルを整備し、駐車場を無くすようにこだわった。 

 都市との時間距離の短縮を生かし、週末に信州を訪れて耕作を行う「週末信州人」

のライフスタイルを構築する。 

 高齢になり自分で運転できない人々のために、自動運転車が必要になってくる。将

来のことを見据えると、自動運転車の乗り入れを考慮する必要がある。 

  



(4) 赤羽 孝之 

 飯田下伊那らしい豊かな自然景観を生かすことが重要である。他のリニア駅ではで

きない、ゆったりとした自然を体感できるような駅空間が必要である。 

 自然環境と調和した展望施設やレストランを設置すると良いのではないか。 

 故郷の風景を描いている原田泰治の絵や、地元の水引を活用してほしい。 

 タレントを使ってでも飯田下伊那のことを知ってもらった方がいい。 

(5) 小平 朋奈 

 地元住民の視点から、渋滞解消に向けた道路拡幅や、南アルプスが見える展望台、

災害時の避難場所になるコミュニティセンターを設置する。 

 移転対象者の住みにくさや地域のつながりの分断がないよう、居住施設の整備も必

要だと思う。 

 獅子舞に参加した経験から、地元で大事にしているイベントを発信体験できる施設

が欲しい。お祭りの際に発表できるような場所が必要だと思う。 

 南アルプスが見える、地域のシンボルになるような高い展望台（例：スカイツリー）

があれば良い。 

(6) 龍口 美緒 

 「憩いの場」と「人々が集う場」を中核にしたまちづくりが必要だと思う。 

 人形劇は世界とつなぐものであり、飯田市を人形劇の聖地にしたらどうか。駅に人

形劇を発表できる場所があれば、人形劇をやっている学生も集まると思う。 

 古き良き文化や、心を癒す自然の豊かさを生かすことが重要。 

 みんなが集まって話をしたりイベントをしたり、憩いの場所がないので、駅周辺に

そんな場所が出来たら良い。 

(7) 豊橋技術科学大学 

 自転車を主要交通手段として取り入れることで環境に優しいクリーンなまちづくり

を実現する。 

 自転車観光マップを作成して市内の観光地を周遊してもらい、飯田市の魅力である

自然や町並みを肌で感じてもらう。 

 観光客が、焼肉を食べるのと合わせて、カロリー消費のために自転車を利用するこ

とが出来ると良い。 

(8) 橋爪 明鏡 

 来訪者がまた訪れたくなるよう、綺麗な駅を維持するための取り組みや、外国人向

けに様々な言語で案内する等の整備が必要ではないか。 

 駅員や係員が巡回してゴミを拾ったり捨てさせないようにしたりすることで、治安

を守り、明るい雰囲気を根付けることが必要ではないか。 

 都市部で定年を迎えた方々に、飯田へ移住してもらい、飯田市で最期を迎えてもら

うような、終活の受け入れ先として考えてもらえるように整備したらどうか。 
 

５ 総評 

〈小澤会長〉 

 リニアという新しい変化で、若い世代が一度出てもまた地域へ戻ってくるような良

い循環が生み出せれば良い。今日の提案を、要所で活かして頂きたい。 

〈鈴木部会長〉 

 アイデアに対する熱い思いを直接伺うことが出来たので、出来るだけ汲み取れるよ

う、部会でも技術的な面を踏まえて検討を進めていきたい。 

〈上原部会長〉 

 大人だけでなく若い人も意見を持っていることに感心し、非常に参考になった。議

論を継続するきっかけになれば、より良いものが出来るのではないか。 

〈佐藤副会長〉 

 多岐に亘るアイデアを、基本構想を修正することも含め、柔軟に取り入れて計画作

りや行政に生かしたい。今後も、市民との意見交換の機会を重ねたい。 

 





































長野県駅及び交通広場整備に関するアイデアの検討状況

２ アイデアに対する検討

トランジットハブ・道路ネットワーク部会

１ 長野県駅及び交通広場に関する主なアイデア

(1) 交通広場と駅を２階部分で接続する

(2) 座光寺上郷道路からの進⼊路・交通広場の⽴体化

(3) 交通広場の機能分担（公共交通（乗換交通）を1ヵ所に集中させる）

(4) 交通広場の機能、形状（ラウンドアバウトの導入、標高差を活かした施設整備など）

(5) 二次交通の整備方法（飯田線駅と接続、新たな交通手段の整備）

(6) 駐⾞場の整備⽅法（ 天候バリアフリー 緑化した駐⾞場 防災機能の導入など）

1

� コンコース高は、国道153号やリニアの計画高さ等の位置関係から標高
436mである。

� コンコース高から天井までは、駅の構造上、5.5mしか確保できないこと
から（右図参照）、コンコースを２層構造にすることは適当でない。

資料 ３

（1）交通広場と駅を２階部分で接続する検討



A案 B案

平面で整備 座光寺SIC方面から⽴体交差で進⼊

2

（２）座光寺上郷道路からの進⼊路・交通広場の⽴体化に関する検討

【平面図】
至座光寺至座光寺至座光寺至座光寺SICSICSICSIC

東西道路東西道路東西道路東西道路

座光寺SICからの⽴体進⼊路

北側広場の街区道路

ｺﾝｺｰｽｺﾝｺｰｽｺﾝｺｰｽｺﾝｺｰｽ

444m交通広場交通広場交通広場交通広場
443m

【北側からの断面イメージ図】

（A-A断面）

② 立体
① 駐車場

439m

県道市場桜町線県道市場桜町線県道市場桜町線県道市場桜町線

北側広場の街区道路北側広場の街区道路北側広場の街区道路北側広場の街区道路

立体進入路立体進入路立体進入路立体進入路

436m 436m

北側広場の街区道路

ｺﾝｺｰｽｺﾝｺｰｽｺﾝｺｰｽｺﾝｺｰｽ

443m

【北側からの断面イメージ図】

（A-A断面）

437m

県道市場桜町線県道市場桜町線県道市場桜町線県道市場桜町線

北側広場の街区道路北側広場の街区道路北側広場の街区道路北側広場の街区道路

436m 436m

立体 ②
駐車場①

屋上449m

交通広場交通広場交通広場交通広場

443m

【平面図】
至座光寺至座光寺至座光寺至座光寺SICSICSICSIC

東西道路東西道路東西道路東西道路

ⓐ

勾配

ⓐ 5%

勾配

ⓐ 5%

ⓑ 8%

ⓒ 4%（上り）

ⓓ 8%（下り）
ⓐ

ⓑ

ⓒ

ⓓ



C案 D案

座光寺SIC方面から⽴体交差で進⼊ 座光寺SIC方面から地下道で進入

3

【平面図】
至座光寺至座光寺至座光寺至座光寺SICSICSICSIC

東西道路東西道路東西道路東西道路

座光寺SICからの⽴体進⼊路

北側広場の街区道路

ｺﾝｺｰｽｺﾝｺｰｽｺﾝｺｰｽｺﾝｺｰｽ

443m

【北側からの断面イメージ図】

（A-A断面）

437m

県道市場桜町線県道市場桜町線県道市場桜町線県道市場桜町線

北側広場の北側広場の北側広場の北側広場の

街区道路街区道路街区道路街区道路

436m 436m

立体 ②
駐車場①

屋上449m

交通広場交通広場交通広場交通広場

443m

立体進入路立体進入路立体進入路立体進入路

438m

座光寺SICからの⽴体進⼊路

北側広場の街区道路

ｺﾝｺｰｽｺﾝｺｰｽｺﾝｺｰｽｺﾝｺｰｽ

443m

【北側からの断面イメージ図】

（A-A断面）

437m

県道市場桜町線県道市場桜町線県道市場桜町線県道市場桜町線

北側広場の街区道路北側広場の街区道路北側広場の街区道路北側広場の街区道路

436m

立体 ②
駐車場①

屋上449m

交通広場交通広場交通広場交通広場

443m

立体進入路立体進入路立体進入路立体進入路

（地下道出入口）（地下道出入口）（地下道出入口）（地下道出入口）

436m

【平面図】
至座光寺至座光寺至座光寺至座光寺SICSICSICSIC

東西道路東西道路東西道路東西道路

ⓐ
ⓐ

勾配

ⓐ 5%

ⓑ 8%（下り）
ⓒ 8%（上り）

勾配

ⓐ 5%

ⓑ 6%（上り）
ⓒ 8%（下り）

ⓑ

ⓒ

ⓑ

ⓒ



Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 Ｄ案

整 備 方 針 平面で整備
座光寺SIC方面から
⽴体交差で進⼊

座光寺SIC方面から
⽴体交差で進⼊

座光寺SIC方面から
地下道で進入

交
通
広
場

乗降場・
プ ー ル

南北ともに平⾯ １階部分
北側：⽴体 3階部分
南側：平面 １階部分

南北ともに平⾯ １階部分 南北ともに平⾯ １階部分

駐⾞可能

台 数
７５０台 ７５０台

７５０台
（駐⾞台数を確保するには

何らかの工夫が必要）
７５０台

⽴体交差

道路の設

置に伴う
影 響

ー
⽴体交差道路の設置に伴い、

平⾯駐⾞場スペースの⼀部が

潰れる。

⽴体交差道路の設置に伴い、

平⾯駐⾞場スペースが最も潰

れるプランである。

地下道での整備であり、平面
駐⾞場スペースへの影響は、

ほとんどない。

課
題
へ
の
対
応

駅利⽤者の

動 線
コンコースと乗降場が同じ⾼

さ。移動距離は短い

コンコース１階、乗降場３階

となり、動線に高低差が生じ
移動距離が⻑くなる

コンコースと乗降場が同じ⾼

さ。移動距離は短い

コンコースと乗降場が同じ⾼

さ。移動距離は短い

進⼊路等の

勾 配
最大５％ 最大８％ 最大８％ 最大８％

座光寺SIC
からのｱｸｾｽ

交差点２ヵ所 交差点なし 交差点なし 交差点なし

駅北側コン

コース出口
の 視 界

交通広場 ⽴体駐⾞場１階 交通広場 交通広場

事 業 費 一般的な整備費が必要
進⼊路の建設費が増額

交通広場⽴体化の経費が増額
進⼊路の建設費が増額

⼟曽川下を通過するため⽴体

交差に比べ工事費が増額

概算の増額
分(Ａ案を基
準として )

―
約５０億（交通広場を人工

地盤とした場合）
約１0〜15億 約１5〜20億

評 価
座光寺SICからのアクセシビリ
ティは劣るが、事業費は最も

安価

座光寺SICからのアクセシビリ
ティは最も良いが、事業費が

高価（特に交通広場⽴体化）

また駅利⽤者の動線が複雑

座光寺SICからのアクセシビリ
ティは⾼く、駅利⽤者の動線

も短い

C案と比較して事業費が増加す
るが、眺望の良い景観を確保

できる

4※ ⻘字：有利な項目 ⾚字：不利な項目



基本構想を踏まえ南北に機能を配置した案 アイデア募集を踏まえ北側へ交通機能を集約した案

�南北出⼝から

乗降場までの

移動距離が短

い
�バスバースが
⽅⾯別に整理

できる

�バス乗降場が

南北に分離さ

れているため
何らかの工夫
が必要となる。

�乗換交通が1ヵ
所にまとめら
れ、わかりや
すい

�乗降場までの

距離が⻑くな

る交通手段が
ある
�交通が錯綜す
る
�駐⾞台数を確

保するには何
らかの工夫が
必要となる

Ｐ＆Ｒ等
駐⾞場

駐輪場

レンタカー

⼀般⾞

短時間
駐⾞場

短時間
駐⾞場

Ｐ＆Ｒ等
駐⾞場

Ｐ＆Ｒ等
駐⾞場

Ｐ＆Ｒ等
駐⾞場

Ｐ＆Ｒ等
駐⾞場(⽴体)

観光バス

高速バス

路線バス

⼀般⾞
短時間
駐⾞場

Ｐ＆Ｒ等
駐⾞場(⽴体)

タクシー
乗降場

5

(４）交通広場の機能形状（ラウンドアバウトの導入、標高差を活かした施設整備など）

周辺道路とのアクセス、交通広場等の検討によりラウンドアバウトの導⼊を今後検討する。

(５）二次交通の整備方法（飯田線駅との接続、新たな交通手段の整備）

駅周辺地域の交通体系の現状と課題整理を進め、整備⽅法について今後検討する。

（６）駐⾞場の整備⽅法（天候バリアフリー 緑化した駐⾞場 防災機能の導入など）

整備主体、運営主体等を今後検討する。

⽅⾯別に南北での機能分担が効率的であると考えられる。

※ ⻘字：有利な項目 ⾚字：不利な項目（３）交通広場の機能分担に関する検討

⼀般⾞

短時間
駐⾞場

路線バス

レンタカー

駐輪場

⼀般⾞

短時間
駐⾞場

タクシー
乗降場

観光バス
高速バス

Ｐ＆Ｒ等
駐⾞場

Ｐ＆Ｒ等
駐⾞場

Ｐ＆Ｒ等
駐⾞場

Ｐ＆Ｒ等
駐⾞場

Ｐ＆Ｒ等
駐⾞場(⽴体)



魅力発信部会 1

魅力発信部会の現在までの検討の経過と今後の進め方について

H28.07.20 第７回リニア駅周辺整備検討会議 資料４

観光案内機能

情報発信機能

体験・交流・

イベント機能

物販機能

飲食機能

その他機能

視点①
一般的な区分

視点②
基本構想の位置づけ

■ 魅力発信施設

■ 駅利用者利便施設

今後規模検討を検

討する機能・施設

■ 交流施設

■ 公園

駅に近接して導入するか

検討を要する機能・施設

■ 駅空間

■ 観光資源の強化

■ 信州・伊那谷ブランドの発信

駅及び周辺の環境整備

■（第１回） 「基本構想」での位置づけの確認

■（第２回） 既存新幹線駅の事例を概観

■（第３回） 魅力発信に求められる機能の検討

■（第４回） 魅力とは

魅力発信部会での
現在までの議論

アイデア募集

■リニア駅周辺にあったらいいもの

■「伊那谷らしさ」を表現するアイデア

■来訪者へのおもてなしのアイデア

■使いやすい駅にするためのアイデア

■リニア駅にありたったときのイメージ

■環境に配慮したまちづくりのアイデア

■駅利用者を増やすためのアイデア

■楽しいと感じる活動、イベント
etc

部会意見・アイデアを踏まえた
必要な機能の施設別整理

■ ○○○○○○○○機能

■ △△△△△△△△機能

■ ◇◇◇◇◇◇◇◇機能

■ ××××××××機能

魅力発信施設

■ ○○○○○○○○機能

■ △△△△△△△△機能

■ ◇◇◇◇◇◇◇◇機能

駅利用者利便施設

■ ○○○○○○○○機能

■ △△△△△△△△機能

交流施設・公園

■ ○○○○○○○○機能

■ △△△△△△△△機能

■ ◇◇◇◇◇◇◇◇機能
■ ××××××××機能

その他（環境整備）

必要な機能の抽出

【現在まで】 【今 後】



アイデア募集の意見集約

視点

・広い観光案内所（休憩所付き）

・WiFi

・コンシェルジュ配置（外国人向け：英・中・韓）、育成

・ラウンドアバウトの交通広場の周りに案内所（外国人にも対応）

・この地を広くＰＲ（四季、文化と食、地物・特産品、各市町村と連携ＰＲ、伊那谷文化の紹介）

・伝統文化紹介コーナー ・「結い・むすぶ」をテーマのＰＲ、ピンバッチ ・「人形劇のまち」をアピール

・吊るし雛の展示・販売 ・下伊那地区の祭りや災害の展示 ・オタク文化（コスプレ、アニメ）

・リンゴ、リンドウ、ライチョウなどの長野県や飯田市、伊那谷を象徴する何かを飾る ・温泉

・風鈴やすだれなどの田舎っぽいものを置く ・赤と緑の水引きを使ってリンゴを模って駅中にぶらさげる

・I・Ｕターン相談員 ・求人情報や土地情報、イベント告知、相談者の希望に応じる

・コンコース、通路、広場に長野県全域の地図、祭りマップ、飯田下伊那の詳細地図、伝統工芸品、特産物のアート化した物の展示

・シアター（各県各所の紹介映像を放映）
シアター（各県各所の紹介映像を放映）シアター（各県各所の紹介映像を放映）
シアター（各県各所の紹介映像を放映）

・ＳＮＳを利用した情報発信 ・多言語情報版 ・観光案内マップを色々な国のバージョンでつくる

・飯田の有名な所を駅構内でアナウンスする ・新しいリンゴ並木による情報発信

・飯田の方言を使った「いらっしゃい」の看板 ・外国人向けのwelcomの文字

・飯田の名所（お店紹介）マップ ・パンフレットの設置 ・リニアの良さを取り上げたチラシ

・道路にリニアのゆるキャラの絵を書く、駅の中は上郷の人からのメッセージ ・ポスターを書く、貼る（長野や飯田で行う祭りなど）

・駅員全員が飯田弁 ・人が通ると音が流れるスピーカー ・横断幕 ・伊那谷を紹介する旗

・飯田近くをリニアが通る時には、飯田の有名な所、良い所を社内アナウンスする、リニアの中だけでなく、駅でも行う

・駅前にモニュメント ・大きなオブジェ ・水引きのおもてなし空間 ・リンゴのオブジェ

・ロータリーの中央部に人形劇のまちにちなんだ「からくり時計」を置く ・ラウンドアバウトの中央部に花を植える

・駅の前の広場に巨大な今田人形を設置、飯田のシンボルにする ・駅舎を「飯田らしさ：水引き細工・結い」をあしらった表現

・駅の壁面に伊那谷の写真を貼る ・駅舎の壁面は、リニアを水引きでデザイン化 ・一年中を通して名勝の写真を展示

・駅の全体イメージ：アルプス、天竜川 ・七夕かざり、クリスマスツリー、イルミネーション ・長野の自然を生かした植物

・伊那谷らしさ（何もない・柿並木） ・飯田らしさ（環境モデル都市、自転車、焼き肉） ・飯田の原風景を再現

・伊那谷の伝統的な建築様式を再現、懐かしい集落を形成 ・心が落ち着く田舎

・イベントが開催できる広場
広場広場
広場（企画運営等を地元の商工会に任せる） ・地方の方々によるイベント広場、野草の段丘、展望の丘

野草の段丘、展望の丘野草の段丘、展望の丘
野草の段丘、展望の丘

・集落の再現による交流・体験・イベント広場、イベント会場 ・室内遊技場
室内遊技場室内遊技場
室内遊技場（保育士常駐）

・舞台芸能の拠点となる施設
舞台芸能の拠点となる施設舞台芸能の拠点となる施設
舞台芸能の拠点となる施設 ・伝統工芸文化施設 ・文化の拠点の殿堂づくり

・音楽・演劇等鑑賞施設 ・県文化会館 ・音楽ホール
音楽ホール音楽ホール
音楽ホール ・地元の人が利用できる場所（ハレ）の設置

・子どもが遊べる大きな公園をつくる、大きなグランドをつくる

・イベントやスポーツの全国大会を招致できる体育館及び周辺施設の建設 ・近くにゴルフ場やバッティングセンターをつくる

・バイクコース、マウンテンバイク・トライアル体験や大会ができるスペース

・リニア軌道の上を通れる透明の通路
リニア軌道の上を通れる透明の通路リニア軌道の上を通れる透明の通路
リニア軌道の上を通れる透明の通路、停車しているリニアが見える展望室

展望室展望室
展望室

・ラウンドアバウトの中央部の広場でコンサートやイベントを開催 リニア○○周年記念イベントをつくる

・飯田の伝統（水引きなど）体験コーナー ・獅子舞等のイベント ・伝統的な行事、お祭りなどの発表イベント

・飯田で有名な物を作り教室 ・花を作ってお土産にできるコーナーをつくる ・阿島傘作りができるところをつくる

・スタンプラリー企画 ・駅の何ん箇所かにスタンプ台を設置

・駅周辺でのりんご狩り
りんご狩りりんご狩り
りんご狩り ・イチゴ狩り ・体験牧場 ・森林浴的なスペースの設置

・ゆるキャラ、マスコットキャラクターをつくる ・隠れミッキーならぬ「隠れリンゴ」

・プリントシール機ブース ・プリクラを置く
プリクラを置くプリクラを置く
プリクラを置く

・ゴミ捨て隊をつくる

・道の駅 ・道の駅的な地の物を売る ・特産品の販売（飯田下伊那のみならず長野県の特産品）

・浅草にある「まるごとニッポン
まるごとニッポンまるごとニッポン
まるごとニッポン」の長野県版

・土産物屋 ・産地直売所 ・篤農マルシェ
マルシェマルシェ
マルシェの開催 ・伊那谷市場（マルシェ） ・特産物を売る屋台通り

・水引き工芸体験スペース付店舗 ・老舗和菓子店のイートイン付テナント

・大型和洋菓子店 ・お弁当屋 ・パン屋 ・人気のある店をつくる

・リニアに関するグッズの販売、ラジコンで動くリニア、リニアのキーホルダー、舟下りグッズ ・リニア限定の土産を作る

・長野県の特性を生かした店、全国に展開している店を入れた商業施設をつくる

・複合商業施設 ・スーパーマーケット ・セントレアみたいなショッピングモール

・デパート、東急ハンズorロフト、銀行（都銀）、花屋

・オフィス、商店街 ・マッサージ店

・県内食材フードコート ・郷土料理フードコート ・地元野菜等の軽食スタンド ・ご当地グルメの店

・展望レストラン ・レストラン ・ジビエ料理 ・五平餅の販売

・駅弁をつくる ・子ども食堂 ・そば、りんご、市田柿のワンコイン定食等で特産品ＰＲ

・オープンカフェ、カフェ ・リニアを見降ろす時計のないカフェ ・スタバ

・休憩施設（噴水・ベンチ・マッサージチェア、場所を多くする） ・休憩待合スペース ・きれいなベンチを置く

・簡易宿泊施設及びホテル ・スーパー銭湯ホテル ・カプセルホテル
カプセルホテルカプセルホテル
カプセルホテル

・ホテル・結婚式場の建設・誘致 ・足湯 ・温泉施設 ・アルプスが眺められる温泉

・県産材使用による牧歌的な昭和の「駅舎のイメージ」、太陽光発電による水素発生装置、自然エネルギーの使用

・リンゴをイメージして駅の色を緑、赤にする、駅をお城みたいにする ・外観は、長野県や飯田下伊那をモチーフにしたラッピング

・駅舎を中心に南北に２階建て程度の複合施設の建物
・駅舎を中心に南北に２階建て程度の複合施設の建物・駅舎を中心に南北に２階建て程度の複合施設の建物
・駅舎を中心に南北に２階建て程度の複合施設の建物を設けてコンコースで駅に直結

・駅ビルの建設
駅ビルの建設駅ビルの建設
駅ビルの建設（４階建）1F土産・待合、2Fリニア・モノレール駅、3F飲食店街、4F事務所

・駅地下を作っていろいろな店か体験する所をつくる ・駅中に本や軽食、郷土料理

・駅舎の1Fか2Fにたくさんの店がほしい、できれば仲見世の雰囲気

・大都会となり、日本一の文化ホール、テレビ局、イオンモールやユニーなどの大型店舗、駅前はショップと商店街

・伊那谷パノラマ展望台 ・展望台 ・リニア駅の展望デッキ

・リニア軌道の上を通れる透明の通路、停車しているリニアが見える展望室

・守るべき伊那谷（竜西、竜東地域）らしさ、守るべき町（中心拠点）らしさと広域交通拠点、パノラマ展望台を整備

・広場には木を使った遊具をつくる ・ドッグラン
ドッグランドッグラン
ドッグラン

・直径１００ｍぐらいの大観覧車
大観覧車大観覧車
大観覧車 ・小型観覧車 ・伊那谷みどりの広場の設置 ・テーマパークのようなドーム

ドームドーム
ドーム

・交番 ・非常時の対応スペース
非常時の対応スペース非常時の対応スペース
非常時の対応スペース ・図書館

図書館図書館
図書館 ・コミュニティセンター

コミュニティセンターコミュニティセンター
コミュニティセンター

・駅に花壇を設置 ・噴水の設置、土曽川の整備
土曽川の整備土曽川の整備
土曽川の整備

・ゴミ箱をたくさん置く（楽しいゴミ箱、伊那谷風景付きゴミ箱）

・林で囲む、緑地デザイン ・広葉樹、多層林によるポケットパーク ・植える木はりんごか桜にする

・長野県花や地元特産の花を植える、花で文字をつくる ・りんご並木をつくる

・ビオトープ空間の再生、小水力発電の活用、リバーサイドパーク ・景観の維持

・コンコースを出たところはできるだけ広がりを感じられる空間 ・駅を出た所で季節感を演出する

・リニア駅から飯田下伊那の景色が見えるようにする

・駅前開発は「コンパクトにまとめる」「人や車両の動きが効率的な駅」とする

・駅としての機能と「癒し空間」への出入り口として位置づけた一体整備

・自然を破壊しないようにしてほしい ・駅を派手にしすぎない、飯田の静かな所が好きな人もいる

・香りによるまちづくり ・医療、福祉、生活弱者、エコ環境に優しいメディカルシティを目指すのが良い

・元善光寺界隈の修景事業
元善光寺界隈の修景事業元善光寺界隈の修景事業
元善光寺界隈の修景事業

・市田柿の無料配布 ・おいしい水の配布 ・リンゴや干し柿、ブドウを来訪者へ振る舞う ・キーホルダーを配る

・温泉の割引チケットを配布 ・リンゴのマンホールだけでなく、市田柿のマンホールをつくる

・全国・日本全体の視点からの駅名がふさわしい

・アウトレットモールは基本的に反対

・個人の発見を市が利用する

・ありのままの飯田を知ってもらう

・東京の長野のアンテナショップに飯田の特産物を置いてアピールする

・ヘリポート、菱田春草の森
菱田春草の森菱田春草の森
菱田春草の森、高架下駐車場、シンボルツリー、緑地駐車場、親水広場、マンション、オフィスエリア等の計画

周辺

環境

まち

づくり

その他

体

験

・

交

流

・

イ

ベ

ン

ト

機

能

施設

企画

物

販

機

能

飲

食

店

機

能

そ

の

他

駅

施設

意見（機能別整理）

観

光

案

内

機

能

情

報

発

信

機

能

内容

発信

方法

駅前

駅舎

駅前

環境









 

『交流人口拡大部会』の設置について(案) 

 

１ 設置の目的 

リニア中央新幹線の整備効果を活かした交流人口の拡大に向け、この地域らしい「おも

てなし(迎賓機能)」のあり方や、当地域の魅力を活かせる交流人口拡大の核となるテーマ

や方策の検討を行い、信州・伊那谷ブランドを強化し発信できる具体的なプロジェクトを

創発することをめざす。 

 

２ 取組内容 

① 当地域の魅力を活かす交流人口拡大の核となるテーマや方策の検討 

キーワード：交流居住、インバウンド、ライフスタイル、新たなツーリズム、農の魅力 

・実践者の思い、熱意、活動に関する情報交流 

・当地域資源の差別化、魅力的なコンテンツ等の検討 

・外部アドバイザーからの新たな刺激、気づき など 

② 具体的なプロジェクトを創発 

・思いを形にするプロトタイプの立案と実践 

・実践を通じた新たなネットワークづくり など 

 

３ 部会構成 

有識者 

(部会長) 

・交流人口拡大に向けて、社会経済情勢の変化を踏まえた新たな視点に

関するアドバイスや、特徴的な事例等を紹介できる方 

・プロトタイプの立案から実践へのアドバイスできる方 

・多様なネットワークを有する方 

実践者 
・『飯田・南信州・伊那谷』にこだわりを持ち、交流人口の拡大につなが

るキーワードに関係する具体的な実践活動を行っている方 

オブザーバー 

行政 長野県（上伊那、下伊那） 

広域連合（上伊那、南信州） 

飯田市（リニア推進部、産業経済部、総合政策部） 

事務局 飯田市（リニア推進部、産業経済部、総合政策部） 

※検討の状況により体制を強化、拡充する。また、知見を有する外部アドバイザーを適宜、

招聘する。 

 

４ 設置の時期  平成28年８月 
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５ 想定する実践者 

 

NPO国際りんご・シードル振興会理事長  後藤 高一 氏 

南信州ではおいしいリンゴが栽培され、飯田りんご並木に代表されるように歴史的・精

神的にも特別な存在。リンゴを大切に想い、かつシードルという新たな文化の構築を目的

として発足。活動を通じ、日本におけるリンゴ及びシードル文化の普及啓発、異業種間連

携による地域経済の振興、国内外の生産者との親交を目指す。 

（NPO国際りんご・シードル振興会 HPより抜粋） 

 

感環自然村代表 坂井 淳 氏 

感環自然村は、「五感を使い人と人、人と自然の環を創る」「違うが良い、違うが楽しい」

「Think outside the box－型にはまらない自由な発想をしよう」の三本柱をモットーに

「国籍や言語の違い、障がいの有無に関係なく誰でも集える場所を創る」という想いのも

と、2010年 5月に設立された多文化共生子どもサポート団体。多文化と触れ合うことで心

に壁を持たない大人に育てること、異年齢での活動の中で他者と支え合い協力することを

学ぶ事、これらを通しての次世代育成と真の国際人育成を目的として活動している。 

（感環自然村HPより） 

 

㈱週休いつか社長 新海 健太郎 氏 

  名古屋市生まれ。仕事で飯田に来て以来、自然豊かな地域に魅了され、平成25年に飯田

で独立起業。広告デザイン業を軸に、スパイス販売、カフェ、アトリエ、月刊フリーペー

パーの発行や、古民家の活用、小商いに取り組む若い起業家の発掘と支援、特技である自

転車による外国人向けのサイクリングツアーの企画運営等、幅広く活躍。 

 

肉のスズキヤ  鈴木 志保 氏 

伊那市の出身。地元出版社に勤務し、取材で遠山郷を訪れ、その魅力にはまる。26歳か

ら遠山郷で一人暮らしを始め、遠山郷の観光協会の職員として、情報発信や遠山郷の魅力

を伝える企画に取り組む。現在、肉屋の女房として、南信州の独自の肉文化を、日本中の

発信中。伊那にもネットワークがある。（肉のスズキヤHPより抜粋） 

 

㈱ポーラスタァ 代表取締役社長  高沖 清乃 氏 

ママのための情報サイト『Ca-sun』編集長、マタニティーサイト、フォトアプリ『Baby365』

プロデューサー。2008 年に働く女性のための妊娠・出産情報サイト・書籍『ninps（ニン

プス）』を発表。女性誌などで話題に。２児の母、2015 年より長野県伊那市と東京都のデ

ュアルライフをスタート。地元長野県伊那市の「ふるさとメッセンジャー」に就任。国内

外 30箇所以上を子連れで旅行し、AllAbout「子連れ旅行」ガイドに。 

（㈱ポーラスタァHPより） 

 

(有)フィラーレ代表取締役 中根 正佳 氏 

昭和 44 年、静岡県浜松市生まれ飯田市鼎育ち。神奈川大学卒業後、東京で就職。25 歳

で飯田に戻る。31 歳で独立して有限会社フィラーレを設立。39 歳で中根園の代表取締役

に就任。現在、飯田市りんご並木に６店舗を展開している。平成27年４月21日天龍峡に

COCORO FARM VILLAGE をオープン。６次産業化の取り組み、農業リゾートとして注目が集

まる。（ココロファームビレッジ HPより） 
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